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検査料の点数の取扱いについて

　平成24年6月27日に開催された中央社会保険医療協議会（中医協）総会において、新

たな臨床検査を保険適用することが了承されましたが、それに伴い、今般、厚生労働省保

険局医療課長から別添1のとおり取り扱う通知が示され、平成24年7月1目から適用とな

りました。

　本通知の内容について、本会において別添2のとおり整理いたしましたので、貴会会員

に周知くださるようお願い申し上げます。

　なお、本件につきましては、日本医師会雑誌9月号に掲載を予定しております。また、

日本医師会ホームページのメンバーズルーム中、医療保険の「新たに保険適用が認められ

た検査・医療機器等」に掲載いたします。

（添付資料）

1．検査料の点数の取扱いについて

　　（平24．6．29　保医発0629第3号厚生労働省保険局医療課長通知）
2．新たに保険適用が認められた検査（日本医師会保険医療課）
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検査料の点数の取扱いについて

　標記について、「診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項について」（平

成24年3月5目保医発0305第1号）の一部を下記のとおり改正し、平成24年7月1目か
ら適用しますので、貴管下の保険医療機関、審査支払機関等に対して周知徹底を図られ
たい。

記

　別添1第2章第3部第1節第1款D　O23（2）イ中rなお、SDA法においては咽
頭からの検体も算定できる。」をrなお、S　DA法又はPCR法による増幅と核酸ハイ
ブリダイゼー』ション法による検出を組み合わせた方法においては咽頭からの検体も算定
できる。」に、（4）イ中r泌尿器及び生殖器」をr泌尿器、生殖器又は咽頭」に、rな
お、TMA法による同時増幅法並びにHPA法及びDKA法による同時検出法又はSD
A法においては咽頭からの検体も算定できる。」をrなお、TMA法による同時増幅法
並びにH戸真法及びDKA法による同時検出法、S　DA法又はP　CR法による同時増幅」
法及び核酸ハイブリダイゼーション法による同時検出法においては咽頭からの検体も算
定できる。」にそれぞれ改める。



◎r診療報酬の算定方法の一部’改正に伴う実施上の留意事項について」（平成24年3月5，日付け保医発Q305第1号）
（参考・新旧対照表）

改正後．－

別添1
　　　　　　　　　医科診療報酬点数表に関する事項

第2章　特掲診療料
　第3部　検査
＼po23微生物核酸同定・定量検奪
　　（1）　一（略）

　　（2）淋菌核酸検出
　　　ア　　（略）

　　　イ，淋菌核酸検出は、DNAプローブ法、・LCR法による増幅
　　　　　とE　IA法による検出を組み合わせた方法、PCR法による
　　　　増幅と核酸ハィブリダイゼ』ショ’ン法による検出を組み合わ

　　　　せた方法又はSDA法による。淋菌核酸検出は、泌尿器、生
　　　　殖器又は咽頭からの検体，によ，るものである6ただし｛男子尿

　　　　　を含み、女子尿を含まない。なお、SDA法一三
　　　　　よるコ幅と核酸ハイプリダイゼーション法による．、出を組み
　　’合わせた方法1寺おいては咽頭からの検体も算定できる・．

（．3）　　（略）

（4）淋菌及びクラミジア・ト，ラコマチス何時核酸検出

　ア　　（略）

　イ　　r4」の淋菌及びクラミジア・ト』ラコヤチス同時核酸検出

　　は、丁翼A法による同時増幅法並びにHPA法及びDKみ法
　　による同時検出法・愛C耳法による同時増幅法及び核酸ハイ
　　ブリダイゼーション法による同時検出法又はSDA法による。
　　淋菌及びクラミジア・トラコマチス同時核酸検出は、泌尿器』

　　生殖器巡』亙璽からの検体によるものである。ただし、男子
　　尿は含み、女’子尿は含まない。なお、TMA法による向時増

　　幅法並びにHPA法及びDKA法による同時検出法』SDA
　　法又はPCR法による同時堆幅法及び核酸ハイブリダイゼ一

一坦途においては咽頭から・の検体も算定
できる。

現　　行
別添1

医科診療報酬点数表に関する事項

第2章　特掲診療料

　第3部　検査
　D　O23微生物核酸同定・定量検査
　　（1）　，（略）　　　　　ノ

　　（2）淋菌核酸検出
　　　ア　’（略）

イ　淋菌核酸検出は、DNAプローブ法、L　CR法による増幅
　とE　I　A法による検出を組み合わせた方法、PCR法による
　増幅と核酸ハイブリダイゼ」ション法による検出を組み合わ

　せた方法又はS　Dみ’法による。淋菌核酸検出は、泌尿器、生
　殖器又は咽頭からの検体によるものである。ただし、男子尿

　を含み、“女子尿を含まない。なお、SDA法においては咽頭
　かぢの検体も算定できる。

（3）　　（略）　　　　、

（4）淋菌及びクラミジア・トラコマチネ同時核酸検出

　ア　　（略）

　イ　r4」の淋菌及びクラミジア・トラコマテス同時核酸検出
　　は’、TMA法1弔よる同時増幅法並びにH．P　A法及びD　KA法

　　による同時検出法、P　C　R法による同時増幅法及び核酸ハイ
　　ブリダイゼーション法による同時検出法又はS　DA法による。

　　淋菌及びクラミジア・トラコマチス同時核酸検出は、泌尿器
　　及び生殖器からの検体によるものである。ただし、男子尿は
　　含み、女子尿は含まない。なお、TMA法に・よる同時増幅法

　　並びにH　Pみ法及びDKA法による同時検出法又はS　DA法
　　においては咽頭からの検体も算定できる。

、



1　新たに保険適用が認められた検査
　　平成24年6月29日　保医発0629第3号（平成24年7月1日適用）

測定項目

商品名

区　　分

測定方法

主な測定目的

点　　数

関連する

留意事項の

　改正

（1）　淋菌核酸検出

（2）淋菌及びクラミジア・トラコマチス同時核酸検出

コバス4800システムCT／NG（ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社）

E2（新方法）

P　C　R法による同時増幅法及び核酸ハイブリダイゼーション法による同時検出法

（1）　淋菌核酸検出

　　尿、子宮頸管擦過物又は咽頭検体中の淋菌DNAの検出
（2）淋菌及びクラミジア・トラコマチス同時核酸検出

　　尿、子宮頸管擦過物又は咽頭検体中のクラミジアトラコマチスDNA及び淋菌D

　　NAの検出

（1）　淋菌核酸検出

　　DO23　微生物核酸同定・定量検査
　　　2　淋菌核酸検出　210点
（2）　淋菌及びクラミジア・トラコマチス同時核酸検出

　　DO23　微生物核酸同定・定量検査
　　　4　淋菌及びクラミジア・トラコマチス同時核酸検出　300点

※「診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項について」（平成24年3月

　5日保医発0305第1号）の別添1（医科診療報酬点数表に関する事項）の第2章（特
　掲診療料）を以下のように改める。

第3部検査
　D　O23　微生物核酸同定・定量検査
　　　（1）　（略）

　　　（2）　淋菌核酸検出
　　　　　　ア　　（略）

　　　　　　イ　淋菌核酸検出は、D　NAプローブ法、LCR法による増幅
　　　　　　　とE　I　A法による検出を組み合わせた方法、PCR法による増
　　　　　　　幅と核酸ハイブリダイゼーション法による検出を組み合わせ
　　　　　　　た方法又はSDA法による。淋菌核酸検出は、泌尿器、生せ
　　　　　　　た方法又はSDA法による。淋菌核酸検出は、泌尿器、生殖器
　　　　　　　又は咽頭からの検体によるものである。ただし、男子尿を含み、

　　　　　　　女子尿を含まない。なお、SDA法一墜
　　　　　　　核酸ハイブリダイゼーション法による　出を組み合わせた方
　　　法においては咽頭からの検体も算定できる。
（3）　（略）

（4）　淋菌及びクラミジア・トラコマチス同時核酸検出
　　ア　　（略）

　　イ　「4」の淋菌及びクラミジア・トラコマチス同時核酸検出は、

　　　TMA法による同時増幅法並びにHPA法及びDKA法によ
　　　る同時検出法、P　C　R法による同時増幅法及び核酸ハイブリダ

　　　イゼーション法による同時検出法又はSDA法による。淋菌及
　　　びクラミジア・トラコマチス同時核酸検出は、泌尿器、生殖器
　　　又は咽頭からの検体によるものである。ただし、男子尿は含み、

　　　女子尿は含まない。なお、TMA法による同時増幅法並びにH
　　　PA法及びDKA法による同時検出法、SDA法又はPCR法
　　　による同時　幅法及び核酸ハイブリダイゼーション法による
旦壁幽室においては咽頭からの検体も算定できる。

（日本医師会保険医療課）
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